
令和７年９月定例会

教育産業委員会資料

（ 教 育 委 員 会 ）





教育産業委員会資料

令和７年９月２２日

学 事 課

秋田市立学校設置条例新旧対照表

改 正 案 現 行

第１条 （略） 第１条 （略）

別表 別表

小学校 小学校

名 称 位 置 名 称 位 置

（略） （略）

秋田市立土崎 秋 田 市 土 崎 港 東 一 丁 秋田市立土崎 秋 田 市 土 崎 港 中 央 三

小学校 目６番 39号 小学校 丁目１番78号

（略） （略）

秋田市立土崎 秋 田 市 土 崎 港 東 一 丁

南小学校 目６番 39号

（略） （略）

秋田市立戸島 秋 田 市 河 辺 戸 島 字 本

小学校 町 123番地

（略） （略）

中学校の表および高等学校の表 （略） 中学校の表および高等学校の表 （略）
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教育産業委員会資料

令和７年９月２２日

学 事 課

秋田市立学校授業料等徴収条例新旧対照表

改 正 案 現 行

第１条～第７条 （略） 第１条～第７条 （略）

第７条の２ 入学検定料は、入学又は 第７条の２ 入学検定料は、入学又は

転入学の願書を受理するときに徴収 転入学の願書を受理するときに徴収

する。ただし、入学に係る入学検定 する。

料は、必要に応じて後納させること

ができる。

第８条 この条例によって納付した授 第８条 この条例によって納付した授

業料、入学金および入学検定料は、 業料、入学金および入学検定料は、

これを還付しない。ただし 教育委 これを還付しない。ただし、第３条、

員会が特別の理由があると認めると ただし書の規定により前納した授業

きは、この限りでない。 料については、この限りでない。

第９条 （略） 第９条 （略）
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教育産業委員会資料

令和７年９月２２日

学 事 課

秋田市立学校授業料等徴収条例の一部を改正する件について

キャッシュレス決済の導入等に伴い、以下のとおり改正しようとする

もの。

１ 第７条の２関係 入学検定料のキャッシュレス決済の導入

県が、令和７年度に実施する公立高校入試からＷＥＢ出願システム

を導入することに伴い、入学検定料の納付方法が、キャッシュレス決

済になることから、願書受理後の納付でも可能となるよう改正するも

の。

【ＷＥＢ出願の手順】

２ 第８条関係 国の臨時支援金制度に伴う納付済の授業料の還付

令和８年度からの高校授業料無償化の先行措置として、国が令和７

年度限りの都道府県に対する補助制度「高校等臨時支援金制度」を導

入したことから、県では「秋田県公立高等学校等高校生等臨時支援金

実施要綱」を令和７年６月26日に施行したところである。

当該要綱の規定に基づき、学校長が令和７年度分の授業料相当額を

、 。代理受領することから 納付済の授業料を還付するため改正するもの
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教育産業委員会資料

令和７年９月２２日

教 育 研 究 所

令和７年度全国学力・学習状況調査における

秋田市の結果について
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 教育産業委員会資料  

 令和７年９月２２日  

 学校適正配置推進室  

 

学校適正配置に関する地域協議の開催状況等について 

 

秋田市小・中学校適正配置基本方針に基づき、地域ブロック協議会において、

学校統合の方向性（学校の組合せ）が決定した地域については、学校統合検討委

員会で統合の可否を検討している。 

また、検討委員会において、学校統合の合意が得られたところについては、学

校統合準備委員会で、統合の実施に向けた具体的な準備作業を行っている。 

 

１ 地域ブロック協議会の開催状況等 

(1) 第８回河辺地域ブロック協議会【７月３０日(水)開催】 

ア 主な意見等 

・岩見三内小ＰＴＡで意見集約した結果、統合について明らかに反対する

意見はなく、学年の児童数が１人となる３歳以下の子どもを持つ世帯に

も意見を伺ったところ、統合に賛成であった。 

・岩見三内中ＰＴＡとしては、統合検討委員会において統合の可否を検討

する段階に進めても良いと考えている。一方で、地域には統合に反対の

意見もあるため、引き続き、理解が得られるよう話し合いを継続したい。 

・地域の視点からは学校がなくなるのは寂しいが、子どもが少ないために、 

みんなが体験してきていることができなくなる状況を踏まえると、河辺

小と岩見三内小は統合するのが良いと思う。 

・河辺地域ブロックでは、児童数の減少により単独でスポーツ少年団を維

持することが困難となってきており、学校の統合に賛成である。 

イ 今回の協議会での確認事項 

・岩見三内中と河辺中および岩見三内小と河辺小の組合せで、協議の第２

段階となる統合検討委員会へ進めることについて、それぞれの所属団体

で情報共有のうえ、意見集約し、次回、再度協議する。 
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２ 学校統合検討委員会の開催状況等 

(1) 第３回八橋小、寺内小学校統合検討委員会【７月１６日(水)開催】 

ア 主な意見等 

・寺内小ではすでに単級が発生していることから、統合することにメリッ

トがあり、前向きに検討していきたい。 

・児童数の減少は緩やかであるため、統合時期については、児童のことを

第一に考えて検討していきたい。 

・これまでの協議では、令和１２年度の統合を目途としており、地域として

は統合に賛成の意見が大多数を占めている。 

イ 今回の委員会での確認事項 

・統合時期および使用する校舎については、今回の協議内容を踏まえ、各

所属団体において意見集約し、次回以降、引き続き協議する。 

 

(2) 第９回旭南小、旭北小学校統合検討委員会【８月１８日(月)開催】 

ア 主な意見等 

・保護者の立場からすると、現状、旭北小の学校運営や子どもたちの学校

生活に支障はないと感じており、年１回程度、学校の現状について情報

共有を行い、児童数の推移を見守るのが良いと思う。 

・旭南小ＰＴＡでは、現状の教育環境で困っていないため、統合を急ぐ必

要はないとの意見があり、引き続き、児童数の推移を見ながら状況を確

認し合うのが良いと思う。 

・統合後の校舎よりも子どもたちの教育環境が重要であり、今後は、どの

ような状況になると統合が必要になるのかとの視点からも議論してい

くべきと思う。 

イ 今回の委員会での確認事項 

・本検討委員会は、児童数の推移や両校の状況などを確認しながら、年１

回の協議を継続する。 

・ただし、児童数の減少が急激に進むなど、状況に変化があった場合は、

状況に応じて検討委員会を開催するなどの対応を行っていく。 

 

(3) 第８回浜田小、豊岩小、下浜小学校統合検討委員会【８月２８日(木)開催】 

・前回の検討委員会での取りまとめを踏まえ、日新小の視察を行い、児童の

様子や校舎、周辺道路の状況などを確認した。 

・今回の視察結果やこれまでの協議内容を踏まえ、次回以降、引き続き協議

を行う。 
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３ 今後のスケジュール 

(1) 地域ブロック協議会 

開催日 地域ブロック協議会 地域 

１０月以降 
第７回南部地域ブロック協議会 南部 

第９回河辺地域ブロック協議会 河辺 

(2) 学校統合検討委員会 

開催日 学校統合検討委員会 地域 

９月26日(金) 第７回土崎中、将軍野中学校統合検討委員会 北部 

１０月以降 

第４回八橋小、寺内小学校統合検討委員会 
中央 

第10回旭北小、旭南小学校統合検討委員会 

第９回浜田小、豊岩小、下浜小学校統合検討委員会 西部 

第７回秋田北中、飯島中学校統合検討委員会 北部 

(3) 学校統合準備委員会 

開催日 学校統合準備委員会 地域 

１０月以降 

第４回築山小、中通小学校統合準備委員会 中央 

第５回飯島小、下新城小学校統合準備委員会 
北部 

第11回土崎小、土崎南小学校統合準備委員会 

第６回河辺小、戸島小学校統合準備委員会 河辺 

※(1)～(3)の地域協議については、進捗状況により、順次、開催する。 

(4) 記念式典 

開催日 名称 会場 

令和７年11月１日(土) 秋田市立戸島小学校閉校記念式典 戸島小体育館 

令和８年２月21日(土) 
秋田市立土崎小学校、土崎南小学校

統合記念式典 

あきた芸術劇場 

ミルハス 
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